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 寒さの中にも、少しずつ春の暖かい日差しが感じられるようになりました。いよいよ今年度も

あと１か月になりました。もも組になられ、いろいろな経験をする中で自我が育ち、そして一人

ひとりが個性を発揮し、遊びを通して友だちとの関わりの楽しさを味わうと共に、言葉や仕草も

日々豊かになってきました。 

 残りの日々も子どもたちが明るく笑顔いっぱいに過ごせるように、一日一日を大切にしていき

たいと思います。 

 

 

 

 

 

   

    〈クラスの様子〉   

 先月の１６日に保育公開がありました。練習では保育者やお友だちと一緒に歌をうたったり、ピ

アノに合わせて身体を動かしたりと楽しむ姿が見られました。本番では緊張してしまうお友だちも

おられましたが、大きな舞台で頑張られる姿に頼もしさを感じました。また、保護者の方とのふれ

あい遊びでは、笑顔いっぱいだった姿がとても印象的でした。これからもいろんな手遊びや歌をう

たっていきたいと思います。 

 もうすぐひなまつり。もも組のお友だちもひな人形を作りました。プラコップの中にいろいろな

色の花紙を入れて着物にしたり、紙皿にはで好きなパスで模様を描いたりしました。「おうちにひ

な人形あるよ」「これは黄色」などと会話を楽しみながら、かわいいひな人形ができました。 

 

〈もうすぐたんぽぽ組さん〉 

 進級に向けて、手すりを持って階段の上り下りをしたり、お散歩ロープを持って歩く練習をした

りしています。「がんばれ」「もう少しだよ」などと友だちを応援する姿が、とても微笑ましいで

す。進級を楽しみしながらこれからも頑張っていきたいと思います。 

 また、進級に向けての持ち物などについては、クラスだよりにて後日、お知らせいたします。 

今月の保育のねらい 

・戸外あそびを通して春の訪れを感じ、のびのびと遊ぶ 

・保育者や友だちと関わる中で、自分の気持ちを簡単な言葉で表現しようとする 

 

 

 

 

 

 

 


